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貨
幣
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用
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に
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a-噌
バ
V

R
H
H
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m 

ー

限
界
効
用
皐
設
の
唱
導
せ
ら
れ
て
か
、
b
ナ
で
に
久
し
い
歳
月
を
へ
て
ゐ
る
。
そ
の
支
配
的
地
位
は
ほ
ピ
確
す
一
せ

b
れ
た
と
は
云
ふ
も
の
の
な
ほ
こ

れ
に
封
ナ
る
反
封
の
主
張
も
ま
た
有
力
で
あ
る
。
此
主
混
自
主
な
る
根
擦
は
、
「
効
用
の
内
審
が
漠
然
と
し
て
把
握
L
難
(
、
裁
量
的
測
定
に
た
へ
得

な
い
も
の
で
あ
り
、
従
ヲ
て
殺
用
を
以
で
債
格
を
説
明
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
内
容
の
剣
然
た
、
b
ざ
る
も
の
、
仮
定
的
の
も
の
を
以
て
債
格
を
説
明
す

る
の
に
遁
ぜ
ず
」
と
云
中
監
に
あ
る
。
此
反
封
を
ど
こ
一
ま
で
背
定
ず
べ
き
か
は
別
の
問
題
と
し
て
、
技
用
そ
の
も
の
を
測
定
し
う
る
も
白
と
な
さ
う
主

ず
る
こ
と
は
、
限
界
殺
用
設
を
是
認
す
る
も
の
に
と
っ
て
も
、
そ
の
完
成
の
匁
に
訣
〈
べ
か
ら
ざ
る
歩
み
で
あ
り
、
叉
己
れ
を
否
定
ナ
る
も
白
を
本

服
せ
し
む
る
矯
に
も
必
要
な
る
仕
事
で
あ
っ
た
。
此
仕
事
が
最
近
に
若
手
せ
、
』
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
経
済
皐
の
返
品
に
於
で
、
最
も
注
目
す
べ
き
事

貸
で
あ
ら
う
o

詩
戚
オ
ス
ロ
オ
大
皐
白
刃
包
開

E
2
-
z
n
r
t
一
九
二
=
一
年
'
炉
、
b
貨
幣
殺
用
の
統
計
的
研
究
に
著
し
、
一
九
二
六
年
す
で
に
こ
れ
に
闘

す
る
論
吃
『
純
粋
経
漕
撃
の
一
問
題
に
つ
い
て
』
を
公
に
し
た
3

失
に
ア
ア
ず
イ
ン
グ
・
フ
イ
シ
ヤ
ア
主
た
此
問
題
に
興
味
を
も
ち
、
一
九
二
七
年
に
一

論
文
『
限
界
妓
用
の
測
定
、
累
進
所
得
税
の
公
正
D
考
査
の
た
め
の
続
計
的
方
法
』
を
著
し
た
t

の
ち
、
フ
リ
ヅ
シ
ユ
は
エ
エ
ル
大
串
に
趣
き
、
フ
イ

シ
ヤ
ア
と
の
共
同
盟
問
先
に
よ
っ
て
、
其
打
ち
た
で
た
る
方
法
を
精
練
し
て
、
最
近
『
限
界
殺
用
測
定
の
新
方
法
』
と
云
ふ
著
書
を
会
に
し
て
ゐ
ム
。

貨
幣
殺
用
の
測
定
に
つ
い
て

四
四
九

第
四
時
制

第
三
十
七
巻

Ragner Frisch， Sur un prol>leme d'écollo国i(~ pure， N'orsk Matematisk Forening:s 
Skrifter， 'serie 1， Nr. 16， 1926. 
Fisher， A Statisticnl Method for sfeasuring 11argina.l UtiIlty and Testing the 
Justice of a Progressi ve IrKome Tax， Ecoiiomic Essay!; contribut(~d in honot1r 
Qf John Bates Clork. '927・
Ragner Frisch， N ew ylethod忌 ofMeasuring :VJargi1:~al Uti1ity， 1932・
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貨
幣
殺
用
町
一
測
定
に
つ
い
て

第
三
十
七
巻

四
五

O

第
四
毅

著
書
、
従
づ
て
フ
リ
ツ
シ
ユ
の
意
見
に
関
す
る
賛
否
の
論
は
今
ワ
手
つ
ν
ず
に
あ
ら
は
れ
ヲ
ふ
あ
る
が
、
之
に
賛
同
す
る
も
白
は
も
と
よ
り
こ
れ
に
封

し
て
巌
正
な
り
批
剣
の
態
度
に
出
づ
る
も
の
と
て
も
、
之
を
以
て
天
オ
的
創
意
に
尚
づ
る
も
の
と
た
し
、
終
消
恩
十
近
時
の
一
躍
進
を
意
味
す
る
も
の

と
た
し
て
ゐ
る
。

比
小
論
に
於
て
は
、
車
に
フ
リ
ツ
シ
ユ
む
意
見
D
梗
概
を
惇
」
る
と
北
'
に
、
多
少
む
私
見
-Z
ワ
吋
加
へ
ょ
う
と
思
ふ
。
此
問
題
に
づ
い
て
は
う
と

代
、
東
京
商
科
大
串
干
の
一
中
山
伊
知
郎
教
授
が
日
本
統
計
撃
曾
大
曾
(
昭
和
八
年
五
月
六
日
大
阪
に
て
)
に
於
て
研
究
報
背

E
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

私
は
、
そ
れ
に
よ
ワ
で
研
先
の
興
味
を
輿
へ
も
れ
、
叉
数
多
の
一
貴
重
な
る
敬
一
疋
を
輿
へ
ら
れ
た
。
其
報
告
な
く
し
て
は
、
此
小
論
を
ま
と
め
る
こ
と

も
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
成
立
の
由
来
を
記
し
て
感
謝
の
煮
を
表
す
。

ー.ー.

フ
リ
ツ
シ
コ

mw
貨
幣
致
用
ル
一
測
定
ド
ト
闘
す
る
見
附
舶
の
梗
概
ぞ
述
ベ
よ
，
っ
。
昨
r
L

誠
ベ
て
街
〈
乙
止
日
、
此
際
賞

幣
が
そ
れ
白
瞳
の
放
用
を
も
つ
の
で
は
な
〈
、
貨
幣
の
殺
用
は
す
べ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
買
ひ
入
れ
ら
る
る
も
の
の

数
用
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
貼
で
あ
る
。

上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
見
方
は
貨
幣
本
質
に
関
す
る
あ
る
皐
設
(
例
へ
ば
指
岡
権
説
)
の

X
と
云
ム
の
財
(
例
へ
ば
砂
糖
)
の
限
界
殻
用
(
度
)
を

u
と
す
る
。

限
界
致
用
度

(-5『
m
r
g
z
n
m『
町
内
。
『

=2-q)

'
Y

」
云
ふ
の
が
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
以
下
つ
ね
に
限
界
殺
用
と
の
み
云
ふ
。
ぞ
れ
は
数
用
曲
椋
に
於
け
る
横
軸
の
め

る
一
定
結
上
の
高
き
を
さ
す
。
而
し
て
、
此
限
界
致
用
の
大
き
が
た
だ
財
X
の
敷
量
に
の
み
依
存
す
る
も
の
と
す

る
。
而
し
て
、
そ
れ
が
他
の
代
用
財
又
は
補
完
財
等
の
所
有
数
量
に
よ
っ
て
作
用
せ
ら
る
る
こ
と
を
切
り
は
な
し

て
考
ヘ
ミ
但
し
こ
の
X
量
は
一
定
の
期
間
(
一
定
の
所
得
期
間

|
1例
へ
ば
一
年
間
)
に
消
費
せ
ら
る
る
数
量
で

あ
っ
て
、

ポ
ン
ド
、
又
は
グ
ラ
ム
な
ど
を
以
て
云
ひ
表
は
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
突
の
方
程
式
に
於
て
、

u
e
T
以



て
X
財
の
所
有
量

x
に
慮
中
る
限
界
致
用
の
大
き
と
、
此
限
界
致
用
の
動
き
を
一
不
す
画
教
の
性
質
を
共
に
一
不
し
た

の
は
符
競
の
節
約
の
た
め
で
あ
る
。

=
H
Z
(同
)
・
;
:
:
;
:
令
)

p
を
此
財
の
各
軍
位
(
た
と
へ
ば
ポ
ン

γ
)
の
債
格
と
す
名
。
h
H
H

与
'
ゲ
二
定
期
間
(
所
得
期
間
)
じ
於
て
此
財
の

矯
に
費
消
せ
ら
る
る
貨
幣
畳
、
印
ち
此
対
へ
の
貨
幣
消
費
量
と
す
る
。

μ
T
x
の
貨
幣
一
翠
位
だ
け
の
値
の
も
の

、品
P

〆ー‘、

f

-

]
川
正
λ

jil( 
幣

日
LPJ
、
H
'

一)
J
l
f
b
1

〉
丸
山
正

)

2

1
ト

t
日
L
L
:〉
。

'

l

l

・
-
目
ノ
円

I
L
3
L
L
ヲ、

ご
H
H
J
之
内
E
J
t
I
一
F
4
i
k
u
主
旦

U
耽
日
夕
ム
究
『
ノ

L
E
Z

ノ叱

t
十
U

N

ドト

B
1
・i
F
Y
〈

FLPJ

車
位
の
限
界
鋭
用
で
あ
る
。

E
H
L広
川
HI--:Ei--
色
)

}v 

u
は
x
だ
け
の
画
教
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

μ
は
ご
と

P
と
の
画
数
で
め
る
。
従
っ
て
聞
は
衣
の

如
〈
に
書
き
改
め
ら
れ
る
。
]{ヘ
h

J

X
F
H
U
H
-
-
=
(
|
|
}
・
:
・
:
・

(

ω

)

}

】

/

勺

¥

ρ
を
此
主
瞳
が
一
定
期
間
に
う
る
所
の
貨
幣
所
得
(
名
目
牧
入
!
|
弗
固
等
に
て
表
は
さ
れ
た
る
)
と
し
、

P
を

プ
ラ
イ
ス
・
ォ
7

・
リ
ビ
イ
ン
グ

生
活
費
指
致
と
す
る
。
貫
質
所
得
r
は
突
の
式
を
以
て
示
さ
れ
る
。

11 

叫、

(

串

)

き
て
、
財
X
に
つ
い
て
、
そ
の
車
位
量
(
ポ
ン
ド
、
グ
ラ
ム
)
営
り
の
限
界
致
用
u
L
r
a
貨
幣
一
車
位
(
弗
又
は
固
)

分
の
此
財
の
限
界
致
用
と
を
分
ち
考
へ
た
る
が
如
〈
、
貨
幣
の
限
界
致
用
に
つ
い
て
も
二
種
の
も
の
を
分
ち
考
へ

貨
幣
殺
用
の
測
定
に
ヲ
い
て

第
三
十
七
巻

四
五

第
四
披

Frisch， op. cit.， p. 8-9 
ibid.， p. 11. 
4) 



貨
幣
数
用
の
測
定
に
ワ
い
て

第
三
十
七
港

四
五

第
四
時
抗

四

る
の
即
ち
限
界
的
貨
幣
殺
用
白
血
『
間
一

5
-
-
5ロ
4
=
z一一々

の
こ
の
概
念
を
分
つ
。

一
は
、
弗
又
は
固
の
如
き
貨
幣

車
位
毎
に
測
ら
れ
た
る
貨
幣
の
限
界
数
用
(
ヨ
ミ
m
一

E
T
-
2
5可
D
『
5
2
4
2
2山
口
『
丘
勺
2
L♀
-R)

は
貫
際
購
買
力
の
車
位
毎
に
測
ら
れ
た
る
ぞ
れ

で
あ
り
、
他

勺

Z
E
r
g
E
m
℃
D
巧

2
)

(
E
E
a
m
r
z
一口円一一見可む『
2
0
3
円一可出
}RHUZ
円円仏間}凸門口口一門
O

『円円山乙

で
あ
る
。
前
者
を

ω
を
以
て
、
後
者
を
w
e
乞
以
て
示
す
。

~ 

C:~ -< 
11 11 

4巧ろ
---. 

戸、(
C~ ~f 
‘、，〆、-"

(] ) 

財
中
い

2
ヘ
ば
砂
粧
の
賞
献
m
↑
開
単
位
凡
打
喝
の
限
界
致
月

μ
が
hr
と
p
k
の
曲
敷
市
佃

仙
し
い
糾
仁
和
厩
や
る
。

貫
質
所
得
の
貨
幣
一
車
位
分
の
限
界
数
用
改

ρ
左
P
と
の
画
数
で
あ
る
。

号令子一
γ
了
、
(
出
)
・

3

あ
っ
た
如
〈
、

P
一P
は
r
に
置
き
か
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
相
川
は
開
に
臆
や
る
。
生
計
費
指
数
P
が
1

に
等
し
い
k
す
れ
ば

J
工、・
3

は
一
一
襲
数
を
も
っ
画
数
と
な
る
。

E
T
W
H
)
H
者

(-C)::-ja---(
∞)

同
様
に
し
て
次
の
式
が
成
立
す
る
。

え
♂
】
)
H
君
(
円
)
:
:
:
:
:
:
(
む
)

質
質
所
得
r
の
小
な
る
相
劃
的
麗
化
に
膳
や
る
貨
幣
限
界
効
用
え
る
の
相
封
的
麗
化
を
貨
幣
の
限
界
殻
用
の
可

携
性
(
出
向
と

Z
-
q
oご}戸内
E
R
m
E
P
E
t
-
-
々
D
『ロ
Mc--4)
又
は
貨
幣
可
撰
性

(
E
C
=
向可

ERE--q)
と
云
ム
。

ibid.， p. 13・

~ 
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れ
ぞ、v
をナ
以
で

刀=

す7?

〈
目
玉
円
)
日
比
比
川
)

，

(

『

)

¥
什
H

L

5

3

(

一。)

賓
質
所
得
が
口
か
ら
に
に
盤
化
し
た
と
す
る
。
此
一
定
の
盛
化
に
膳
や
る
所
の
卒
均
的
又
は
区
間
的
貨
幣
可
操
性

の
大
き

は
主夫
アの
叩式
γ主
主!:J5 ・て
さlf示
-IIT 0 
515れ
J!える

「
]

]

{

J

除
、
吋
一
円
4
F
.
、
胃

、
《
，

貨
幣
枚
閉
市
川
則
定
に
調
ず
ろ
ア
ソ
ツ
ジ

1
D
日
泊
料
配
十
小
型
紙
H

す

{

j

-

f

1

1

j

 

;同;

u 

:tl; 
il守
J高
(7) 

I両

(
E同
P
2
L
2ロ
ω
己ヨ
E
S
)
の
内
容
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
均
衡
に
於
て
は
個
人
が
其
支
出
を
、

一
財
の
貨
幣
一

単
位
(
弗
又
は
固
)
営
り
の
量
が
任
意
の
用
途
に
於
け
る
他
の
財
の
貨
幣
一
軍
位
営
り
の
量
と
相
等
し
き
限
界
殻
用

(
貨
併
に
閲
す
る
限
界
致
用

を
色
つ
や
う
に
、
分
配
す
る
と
云
ふ
古
典
的
法
則
が
、
こ
れ
の
基
礎
ゃ
な
し
で
ゐ
る

均
等
の
法
則
)
。
此
法
則
は
敷
準
的
に
み
る
と
、
次
の
如
、
き
事
が
ら
を
さ
し
て
ゐ
る
。
財
A
B
e
-
-
-
の
そ
れ
ぞ
れ
の

所
有
数
量
を

a
b
c
-
-
-
K
し
.
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
致
用
を

F
(白
)
・

5

3
・

5
(
n
y
-
-
:
:
:
と
し
、
債
格
を

nm
仏

民

-・・・・・・・・とする。

=

】

(

白

)

戸

戸

時

(

寸

)

|

己

目

(

円

)

7

l

〕
判

J
1
I
Fト
l
I
N
i
-
-
;
:
・
:
(
芯
)

こ
れ
は
所
謂
限
界
致
用
水
準
の
法
則
で
あ
り
、
債
格
の
逆
一
数
を
も
っ
て
加
重
せ
ら
れ
た
る
限
界
致
用
均
等
の
法

別
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
ら
の
財
中
の
一
、
例
へ
ば
A
が
比
較
の
軍
位
と
し
て
と
ら
る
る
と
き
に
は
、
部
ち
比
較
財

貨
幣
殺
用
白
測
定
に
づ
い
て

第
三
十
七
巻

国
ヨi

第
四
時
踊

主Z

iLid.， p. '5. 



貨
幣
殺
用
の
測
定
に
つ
い
て

第
三
十
七
巻

第
四
放

ムノ、

四
五
回

(
2
g
E白
色
々

C
『

2
5
Z
1
2乙
と
定
め
ら
る
る
と
き
に
は
、
そ
の
債
格
は
定
義
に
よ
り
て
一
で
あ
る
。

さ
て
前
に
遁
べ
た
る
と
こ
ろ
の
u
w
r
な
ど
の
数
量
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
相
関
閥
係
を
も
つ
も
の
で
め
る
。
印

一
財
の
購
買
に
か
け
た
る
貨
幣
の
名
目
的
貨
幣
殺
用

ω
に
そ
の
財
の
慎
格
P
を
乗
じ
た

る
も
の
は
、
比
較
財
の
(
物
理
的
車
位
に
よ
っ
て
測
定
せ
ら
れ
た
る
)
限
界
殺
用
え
と
に
等
し
い
。

ち
均
衡
賦
態
に
於
て
は
、

代
人
予
司
)
℃

H
Z
(
H
)
・:
:
-
2
3

同
町
か
ら

ω低
ゐ
ι
求
h
u

る
ー
と
さ
、
日
は
次
の
如
く
に
書
き
改
め
ら
れ
る
o

mr

君主ー

γ

一Y2
(

広
)

前
に
遁
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
昨
H

『
と
置
き
う
る
。
ま
だ
P
一
品
ち
一
財
の
相
封
債
格
滞
一
敷

(zip-目立
〈
同

官
庁
内
)
を
?
と
す
る
。

M
は
次
の
如
〈
に
書
き
改
め
ら
れ
る
。

J
4
(
円

)
H
E
(阿
)
・
・
・
:
:
・
(
忌
)

プ

ηy白
ノ
ノ
ツ
ジ
ユ
は
こ
れ
ebφを岬伊乞Aι』
よ
び
て
均
衡
方
程
式
(
令
内
2占宅戸=三-ユ{己一一古E‘山-7吉E戸=三=『】

の
理
論
の
根
本
で
J

あ
の
る
。
そ
れ
は
臼

x
及
び
I

と
云
ふ
三
の
向
襲
境
数
の
の
一
問
に
存
す
る
閥
係
を
J

あ
の
ら
は
し
、

ι
x
r
の

三
方
向
を
も
っ
面
を
定
め
る
。
こ
の
面
は
ブ
リ
ッ
ジ
ユ
が
消
費
の
面
と
よ
べ
る
も
の
で
あ
る
u

若
し
一
主
檀
に
つ

い
て
、
異
な
れ
る
債
格
、
異
な
れ
る
所
得
版
況
に
於
げ
る
数
多
の
観
察
を
有
す
る
な
ら
ば
、
英
主
瞳
に
関
す
る
消

費
の
面
を
組
み
た
て
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
た
だ
一
主
耀
に
つ
い
て
十
分
な
る
観
客
貧
料
を
う
る
こ
と
が

困
難
な
る
潟
に
、
卒
均
人
を
偲
定
し
、
集
圏
の
卒
均
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
観
察
資
料
を
求
め
て
ゐ
る
。
此
卒
均
人

ibid.J p. 16 
ibid.， p. 16. 
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に
つ
い
て
、
か
か
る
資
料
を
求
ひ
る
こ
と
の
ど
こ
ま
で
許
き
れ
る
か
、
ま
た
異
れ
る
主
瞳
の
致
用
曲
線
の
比
肢
が

如
何
な
る
意
味
に
於
て
可
能
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
ユ
の
論
過
も
あ
り
、
ま
だ
シ
ユ

Y

ツ
の
考
察
も
あ

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
論
及
す
る
。
勿
論
、
こ
れ
は
極
め
で
重
要
な
る
問
題
で
あ
る
。

日
ほ

α

x

r

の
コ
一
の
時
理
教
の
闘
係
を
示
す
が
故
に
、
そ
れ
は
一

の
面
台
以
て
一
不
3
れ
る
3

上
に
記
し
た
る
も
の
は
、

ア

y
ッ
ジ
ユ
げ
が

北
米
合
衆
剛
の
九
十
二
都
市
に
於
け
る
生
計
費
(
掛
働
統
計
局
調
査
、

一
九
一
へ

i

一
九
一
九
平
刀
町
民
吋
戸
思

j
C
〆
宛
汁
い
一
民
話
E

E

J

さ

(
f
7
l
i
t
-
、

1
-
7
4
(
ヲ

7
f
l

て
作
り
上
げ
た
る
一
例
で
あ
る
。
却
も
そ
れ
は
時
の
闘
示
で
あ
る
。

〆
d
t
¥

r
に
沿
う
て
右
の
方
に
貫
質
所
得
の
大
さ
ぞ
一
市
し
、

q

に
沿
う
て
左

の
方
向
に
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
の
財
(
此
場
合
に
は
砂
糖
-
の
相
野
的

Rミ
4‘ 
債
格
説
教
を
示
す
。

X

に
沿
う
て
、
各
の
債
格
、
各
の
所
得
に
於
け

る
此
財
の
消
費
量
を
示
す
。
此
消
費
量
の
面
を
次
の
三
平
面
佐
以
て

切
る
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
三
種
の
曲
線
を
得
る
。
こ
れ
が
み
な
重
要
な
る
意
義
を
有
す

ι。

T 

山
刊
叫

X

の
軸
に
卒
行
な
る
垂
直
卒
面
を
以
て
此
消
費
の
面
を
切
る
'
と
き
に
得
ら
る
る
曲
線
。

品

x
r
の
軸
に
平
行
な
る
垂
直
卒
函
を
以
て
消
費
の
面
全
切
弓
と
き
に
得
ら
る
る
曲
線
。

向
ι
r
の
軸
に
卒
行
な
る
垂
直
面
(
水
平
面
)
を
以
て
消
費
の
面
ぞ
切
る
と
き
に
得
ら
る
る
曲
縮
。

貨
併
殺
用
の
測
定
に
う
い
て

第
三
十
七
巻

四
五
五

第
四
披

〕七

Hcnry. 円chultz，Frischのnthe :vIeasllrement ()f Ut'ility， JOllτnal (Jf PoUtical 
Econυmy， Vol. XLI， Nr. r. p. 1 II 
Fr'i!:oιb，のF.cit.， p. 16 et~t:(l. -; Schultz，υp.. (ムt.， p. Y9. 

10) 

)
 
Z
 
I
 



貨
幣
殺
用
の
測
定
に
う
い
て

第
三
十
七
巻

第
四
披

i¥ 

四
五
六

四

仰
に
属
す
る
曲
線
は
賓
質
所
得

r
が
一
定
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
消
費
量

x
が
相
罰
的
債
格
逆
教
の
画
教
と

し
て
如
何
に
麗
化
す
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
返
し
に
せ
ら
れ
た
る
需
要
曲
線
。
雪

2
Z
E
E
-五

円E
・2
)
と
よ
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
叫
の
軸
が
債
絡
を
一
不
す
代
り
に
、
相
封
債
格
の
功
一
教
を
示
す
こ
と
を
除

い
て
云
へ
ば
、
普
通
の
需
要
曲
線
に
外
な
ら
ぬ
c

仙
一
に
属
す
る
曲
線
は
普
通
の
エ
ン
グ
Y
曲
線
で
め
る
。
ぞ
れ
は
、
債
格
が
一
定
の
も
の
で
あ
る
と
き
に
、
賀
質

‘
[
E「
)
一
、
二
一
zA
ノ
-
ト
』
)
守
J
f
s
k
i
d
t

日
r』

;ιυ

ヲ
ニ
司
、
一
品

/
f
/
K
A
H
J
ミ

-

〉

了

、

ノ

〉

O

向
か
柾

F
u
r
・
メ
さ

l
毘
[
吋
L

B蛇

U
れ
型
主
主
力
主
炉
ト
重
く
合
1
t
-
3
0
t」
コ

L
3
ク
子
1
貫
主
力
寸

P
R
U
寸、

J

i

叩

叩

-

叩

-
m司
〆

今

J
i
J
I
-
-

、.

グ
U
Y

法
則
に
於
て
は
一
財
の
購
入
に
な
げ
ら
る
る
費
泊
所
得
の
金
所
得
に
劃
す
る
割
合
が
示
さ
与
る
が
、

こ
こ
で

は
財
の
消
費
量

x
が
r
の
函
数
と
し
て
示
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
曲
線
と
エ
ン
グ
Y
曲
線
と
は
取
扱
ふ
と
こ

一
方
は
他
方
に
容
易
に
書
き
改
め
ら
れ
る
。

で
あ
り
、
他
方
は
告
白
ロ
巴

q
n
z『
〈
円
で
あ
る
。

一
方
は

n
M
七円ロ己】門己『町

ろ
の
財
の
債
格
を
基
礎
と
し
て
、

門
戸
-
同
〈
円

聞
に
属
す
る
曲
鵜
は
、
此
場
合
、
最
も
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
は
仰
の
平
面
、
郎
ち
水
平
面
に
於

げ
る
相
等
し
き
高
さ
の
位
置
を
示
す
と
こ
ろ
の
曲
綜
で
あ
る
c

こ
れ
ら
は
消
費
量

x
が
一
定
し
て
ゐ
る
と
き
に
、

如
何
に
し
て

u
と
r
と
が
相
共
に
撞
化
す
る
か
を
一
不
す
。

ア

y
ッ
ジ
ユ
は
、
こ
れ
ら
を

2
2
E
2
2
(等
量
線
と
誇

し
て
置
く
)
と
よ
ぷ
。
こ
れ
ら
の
何
れ
も
は
、

α
軸
に
沿
う
て
の
常
数
的
因
子
か
ら
離
れ
て
一
五
へ
ば
、
貨
幣
の
限

界
数
用
巧
H

え
る
を
示
す
曲
親
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
を
論
謹
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
方
程
式
川
円
か
ら
次

Frisch， op. cit.. p. 17-18 
Frisch， Op. cit.， p， 17-19; SchL1ltz. op. cil.l P 日9-][01.
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の
式
を
得
る
。

Q 

C 
すl戸
、.-〆
... 
匂
( 

『

、-'

~， -dコ
) 

X

が
一
定
の
常
数
で
あ
る
な
ら
ば
、

日
出
は
汀
'
と

，J

，、、〆，‘、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、

此
常
数
的
因
子
を
除
い
て
云
ふ
と
‘
こ
の
曲
線
は
貨
幣
の

従
っ
て

Z
(
同
)

も
常
数
で
あ
る
な
ら
ば
(
凶
HUA--=(丙
)
H
Z
(同@))、

な
る
。

~l~ 、
界、
交t、
月、そ

'、、-
11、で
町目 、lょt
ih C 

イ1>

の、み

県:妻
l;、Jt
外、 Y
r'、ω
いつ?
抗主、 11 

;
ー
へ
J
H
ヘ1
J

ヘ
4
4
J

す
べ
て
の
等
高
線
は
失
の
意
味
に
於
て
相
類
似
し
て
ゐ
る
o
内

μ
》
、

白
M
U
4
L
E

そ
れ
ら
の
何
れ
も
常
教
を
高
3

か
く
て
、

(GE-ER)
に
乗
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
も
の
か
ら
導
き
出
き
れ
る
。

消
費
の
面
は
一
義
的
に
決
定
せ
ら
れ

若
し
ぎ
(
『
)
と
己
(
同
)
と
の
こ
の
画
数
日
か
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
き
に
は
、

る
。
此
面
の
方
程
式
は
日
に
よ
っ
て
示
さ
れ
3
0
け
れ
ど
も
、
泊
費
の
面
の
形
の
み
が
輿
へ
ら
れ
で
も
、
此
等
の

函
教
は
一
義
的
に
は
決
定
せ
ら
れ
得
な
い
。
此
決
定
に
は
あ
る
常
数
を
必
要
と
す
る
。
消
費
の
面
を
改
め
十
し
で

も
、
卸
ち
消
費
の
面
が
奥
へ
ら
れ
た
る
ま
ま
の
志
の
で
あ
っ
て
色
、
な
ほ
日
の
雨
遁
に
共
通
の
因
子
を
乗
じ
う
る

わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
常
数
は
個
人
ご
と
に
異
な
る
。
か
く
て
え
と
も
当
(
『
)
も
‘
一
定
の
常
款
と
云
ふ
任

一
個
人
の
貨
幣
致
用
函
敷
石
(
『
)
と
他
の
個
人
の
そ
れ
N

宅(『)

と
の
聞
に
於
て
比
岐
せ
ら
れ
う
べ
き
も
の
は
、
任
意
の
常
教
を
此
二
の
函
教
に
乗
じ
て
も
、
此
常
教
の
故
に
掛
理
化

意
の
因
子
に
よ
っ
て
影
響
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

し
な
い
所
の
も
の
で
あ
る
。
貨
幣
所
得
と
貨
幣
殺
用
と
の
盤
勤
に
於
け
る
相
調
的
割
合
、
剖
ち
各
人
の
貨
幣
可
撰

貨
併
殺
用
白
測
定
に
づ
い
て

第
三
十
七
巻

四
五
七

第
四
披

九

Frisch， op. cit.， p. 20 14) 



貨
幣
殺
用
白
測
定
に
ヲ
い
て

四
五
八

第
四
時
帥

O 

第
三
十
七
巻

性
川
v
F
'
」
そ
は
こ
の
比
較
せ
ら
れ
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

消
費
の
面
に
開
す
る
こ
れ
だ
け
の
知
識
を
前
提
と
し
て
、
貨
幣
の
限
界
殻
用
を
測
定
す
る
方
法
の
考
察
に
す
〉

み
得
る
。
フ
η
J
ッ
シ
ユ
は
三
の
方
法
を
あ
げ
て
ゐ
る
が
、
在
は
こ
〉
に
、
貨
幣
の
効
用
曲
線
の
性
質
を
明
に
す
る

た
め
に
、
ま
づ
第
一
の
方
法
に
つ
い
て
、
多
少
の
説
明
子
加
へ
ょ
う
。

三
の
方
怯
の
中
、
最
も
簡
単
な
る
も
の
は
等
量
線
の
方
法
(
と
か
り
に
課
し
で
置
〈

)
(
5
4
-
Eご
己
主
ち
と
で

あ
る
。
資
料
が
十
分
に
豊
富
で
あ
れ
ば
、
消
費
の
而
に
於
げ
る
等
量
線
の
あ
ま
た
を
組
立
て
る
こ
と
炉
問
来
る
。

印
ち
一
所
謂
比
靴
財
(
例
へ
ば
砂
粕
)
の
一
定
量
x
b
4
相
殺
す
る
場
合
に
於
げ
る
賀
質
所
特
r
及
び
相
掛
偶
格
の
耕
々

な
る
組
合
せ
を
求
め
る
。
此
組
合
せ
を
基
礎
と
し
て
一
の
等
量
線
診
者
〈
、
叉
他
の
組
合
せ
ぞ
基
礎
と
し
て
他
の

等
量
線
を
書
〈
。
此
等
の
等
量
線
は
、
常
数
C
を
異
に
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
互
に
相
確
め
合
せ
ら
れ

る
。
そ
の
中
の
一
を
と
り
、

日
の
記
就
を

w
k
改
め
る
。
か
く
し
て
成
立
し
た
る
曲
線
砂
貨
幣
の
限
界
殻
用
曲
綿

EP--mZと

=
z
z
q
2
2
m
C『ヨ

gq'JYH宅
(
『
)
と
見
る
こ
と
を
得
る
。
勿
論
此
際
、
限
果
殺
用
の
軍
位
が
す
で
に

定
め
ら
れ
た
る
わ
け
で
あ
ム
。
従
っ
て
、
若
し
比
較
財
(
例
へ
ば
砂
糖
)
の
限
界
致
用
曲
線

=
H
E
(
と
を
組
立
で
よ

う
と
す
る
と
き
に
は
、
貨
幣
の
限
界
致
用
曲
線
を
組
立
つ
る
場
合
に
定
め
た
る
致
用
車
位
を
、
単
位
と
し
て
選
ぱ

ね
ば
な
ら
争
、
き
う
で
な
く
て
は
、
数
用
の
大
き
を
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
は
や
で
あ
る
。

此
方
法
は
フ
リ
ッ
シ
ユ
に
よ
っ
て

F
号
。
c
o
官
E
-
2
m
2
5
q
の
責
料
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
九
二

O
年

六
月
よ
り
一
九
二
二
年
十
二
月
に
至
る
そ
の
統
計
局
月
別
資
料
に
つ
い
て
、
究
の
如
き
各
項
目
が
求
め
ら
れ
に
。

Frisch， op. cit.， p. 28; Schultz， op. cit" p. 1:0:;;::; Jsilimovic， Ein neuer 
Versuch der Beme~sung des GreJlznutzens， Z.eit叩 hdftf. N ationalokononlieJ 
Band IV， Heft 2， S. 164 
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日
砂
糖
の
名
目
買
上
高
、
∞
砂
糖
債
格
、
ヨ
各
月
綿
責
上
高
、
四
月
初
成
員
数
、
回
生
計
費
指
敷
。
生
計
費
指
数

と
砂
糖
債
格
と
の
比
が
?
と
し
て
、
砂
糖
貰
上
高
と
成
員
数
と
の
比
が

x
と
し
て
、
線
責
上
高
と
生
計
費
指
数
と

の
比
が

r
と
し
て
定
め
ら
れ
る
。

u
x
r
の
各
系
列
に
つ
い
て
三
ヶ
月
の
移
動
平
均
を
求
め
て
之
を
補
正
す
る
、

そ
の
上
、

H
H
E呂
、
同

HHEgw
同
日
呂
町
。
と
一
耳
ふ

x
の
値
に
臆
や
る
叫
と

r
と
の
組
合
せ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
等
量
線
一
か
求
め
ら
れ
る
。
此
の
等
量
線
に
は
、
貨
幣
致
用
遁
械
の
性
質
oT
考
へ
て
、
・
択
の
知
事
表
現
げ
か
濯
ば
れ

τゐ
る
。

c
a
は
背
教
で
あ
る
。

λ

は
最
低
生
活
費
を
示
す
。

-

川

川

巾

:

市

"

"

巾

紬

一

ω:
へ一∞)

』

O
即

M
I
l
l』

c

m

m

v

i

イ
ツ
ク
ア
ン
ト
メ
ソ
ッ
ド

フ
リ
J

ッ
シ
ユ
は
等
量
線
法
の
適
用
し
得
ら
る
る
だ
け
の
費
料
の
奥
へ
ら
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
敷
量
盤
化
法

-
1
1

ヘt
〆

5
:ーし

〆

、

(
』

E
E
q
g同一白色。ロ

BmZHO己
)
換
算
法
(
門
『
E
ω
-
P
Z
D
E
E
2
r
o
L
)
を
考
案
し
て
ゐ
る
。
前
者
に
つ
い
て
多
少
の
説

明
を
加
ヘ
ょ
う
。

E 

第
二
の
方
法
、
即
ち
数
量
措
理
化
法
は
、
相
封
債
格
逆
数
叫
を
一
定
の
も
の
と
し
て
得
た
る
数
量
所
得
曲
線
(
所

得
正
消
費
敷
量
と
の
聞
係
を
示
す
曲
線
告
自
己
守
一
口
円
O
Z
5
2
2之
、
帥
ち
エ
ン
グ
Y
曲
線
の
み
を
利
用
す
る
。

z

ン
グ
Y
曲
線
が
た
だ
一
だ
け
得
ら
れ
で
も
、
そ
れ
か
ら
貨
幣
致
用
曲
線
影
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ

れ
の
二
つ
以
上
の
も
の
が
利
用
せ
ら
る
る
時
に
は
、
究
の
如
き
方
法
に
よ
っ
て
、
貨
幣
致
用
曲
線
を
導
き
出
す
こ

と
が
出
来
る
。
四
の
示
す
が
如
き
こ
の
エ
ン
グ
U
F

曲
線
が
輿
へ
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
相
罰
的
債
格
炉
内
向

貨
幣
妓
用
の
測
定
に
づ
い
で

第
三
十
七
巻

四
五
九

第
四
競



貨
幣
数
周
回
一
測
定
に
ヲ
い
で

第
三
十
七
巻

四
六

O

第
四
披

で
あ
る
と
き
に
、
消
費
量
x
と
こ
れ
に
臆
や
る
と
こ
ろ
の
貫
質
所
得
r
と
の
闘
係
を
示
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

一…一一一川一一日

hu--・:
:
:
(
】
甲
)

基
本
方
程
式
に
仰
に
こ
れ
ら
の
画
敷
を
代
置
す
る
k
き
に
は
方
程
式
ゆ
孟
刊
る
。

日付…一一一一川口一一一一一一)・

j
i
-
-
:
(巴
)

そ
れ
ぞ
れ
の
笥
載
を
と
る
。
而
し
て
、
第
二
の
方
程
式
を
第
一
の
方
税
式
か
ら
引
去
り
た
る
も
の
を

}
c
m
p
(
と

か
』
以
て
除
す
る
。
引
を
得
る
。

』

c
m
】
J
F
X
」

J
l乞
M
R
】
「
同

F
M
F」

別
式
に
於
げ
る
左
遁
は
、
所
得
が
円
か
ら
ら
で
あ
る
匝
聞
に
於
け
る
貨
幣
殺
用
宅
(
『
?
乙
の
平
均
可
慢
性
又

は
匝
間
可
境
性
に
外
な
ら
ぬ
。
所
得
匝
問
(
r
?
と
ら
と
の
間
)
が
あ
ま
b
に
大
で
な
い
な
ら
ば
、
此
卒
均
可
揖
性
を

以
て
h

h
の
ニ
の
所
得
の
幾
何
撃
的
平
均
に
於
け
る
(
貼
)
可
撰
性
の
近
似
値
と
考
へ
る
こ
之
が
で
き
る
。
貨
幣
の

可
携
性
の
函
数
耐
が
か
〈
し
で
見
定
め
ら
れ
る
と
、
貨
幣
致
用
函
教
が
積
分
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
か
〈
て
、
此

方
法
に
よ
れ
ば
、
二
の
エ
ン
グ
Y
曲
線
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
掛
躍
す
る
と
こ
ろ
の
相
封
債
格
逆
載
が
奥
へ
ら
る
る
と

き
に
は
、
こ
れ
ら
か
ら
貨
幣
の
限
界
放
用
曲
線
が
導
き
出
さ
れ
う
る
。
若
し
数
多
の
エ
ン
グ
戸
曲
線
が
輿
へ
ら
る

る
場
合
に
於
て
は
、
多
数
の
貨
幣
殻
用
曲
線
を
求
め
る
工
と
が
出
来
る
し
、
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
て

ど
こ
ま
で
精
確
で
あ
る
か
を
考
査
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

プ
リ
ノ
ツ
ジ
ユ
は
、

エ
ン
ゲ
Y

曲
線
だ
け
を
奥
へ
ら
れ
て
、
貨
幣
致
用
曲
線
を
求
な
る
場
合
、
先
づ
貨
幣
可
携
性

Bilimavic， a Frisch， <:，p. cit.， P'_ 34 etseq.; Schultz， op. <::.1:" p. 103--104; 
a. 0.， S. 165-166. 
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を
求
め
て
然
る
後
に
貨
幣
致
用
曲
線
に
謹
む
こ
と
を
便
利
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

エ
ン
グ
Y
曲
線
か
ら
直
に
、
貨
幣
殻
用
曲
線
を
求
h
u
る
方
法
を
も
遁
ベ
て
ゐ
る
。 けれ

E
も
別
に
こ
れ
と
な
ら
び

た
だ
、
悲
に
は
そ
れ
に
説

て、

な
ほ
、
家
計
統
計
、
従
っ
て
エ
ン
グ
Y
曲
線
の
知
識
か
ら
貨
幣
致
用
曲
線
を
求
む
る
場
合
、

騰
や
る
と
ご
ろ
の
町
と
円
と
が
、
同
一
の
主
瞳
に
麗
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
問
題
は
な
い
。
そ
れ
が
異
な
れ
る
主

r

x

 

瞳
(
又
は
家
族
)
に
属
す
る
な
ら
ば
、
「
川
及
び
叫
が
と
も
に
、
す
べ
て
の
主
瞳
を
通
じ
て
閉
じ
形
を
も
っ
、
た
だ
こ

/
t

、
r
{

、

れ
が

x
k
r
と
か
ら
は
樹
立
な
る
各
主
闇
ご
と
の
個
人
的
因
子
を
も
っ
」
と
一
耳
ふ
蝦
定
が
な
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
v

き
及
ば
な
い
。

x
に

た
Y
、
耕
一
週
の
ま

y
dヅ
ル
曲
線
に

4
r
t
も
町
山
本
計
統
一
引
に
於

t
も
、
賞
受
所
得
L
-
挽
K
一市

2
己
主
も
の
が
一
川
会
h
E
へ
は
砂
糖
)
の
郊
に
費
消
せ

ら
る
L
金
額
で
あ
ヲ
て
、
其
財
白
扱
量
で
は
な
い
。
そ
こ
で
か
ふ
る
費
消
金
相
〈
支
出
貨
幣
量
)
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
こ
札
を
、
こ
れ
に
よ

ワ
て
質
入
れ
ら
れ
た
る
財
の
数
量
に
直
ナ
だ
け
の
手
繍
を
必
要
と
す
る
。
此
の
知
〈
、
数
量
強
化
法
が
直
に
は
行
は
れ
が
た
き
事
情
白
下
に
於
で
、

此
換
算
を
簡
便
に
行
ふ
主
共
に
、
貨
解
放
用
曲
線
を
求
め
る
。
か
ふ
る
方
法
は
、
第
三
の
方
法
、
卸
ち
換
算
法
で
あ
る
。
こ
h
L

に
は
、
た
γ
貨
幣
致

用
測
定
方
法
白
原
理
だ
け
を
明
に
し
よ
う
と
ナ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
方
法
の
詳
細
を
辿
べ
る
ζ

と
を
避
け
よ
う
。

フ
リ
ツ

u
a
は
、
一
・
九
一
八
|
一
九
年
に
於
け
る
北
米
崎
労
働
統
計
局
報
告
に
基
春
、
紐
育
等
十
三
都
市
白
材
料
の
上
に
、
此
第
三
方
法
を
用
ひ
て
、

貨
幣
可
憐
性
を
算
出
し
て
ゐ
る
。
一
九
二
穴
年
巴
里
白
資
料
に
第
二
刀
法
を
用
ひ
で
算
出
せ
ら
れ
た
る
結
果
と
艶
比
ナ
る
と
、
識
に
興
味
が
深
い
。

前
者
に
あ
り
で
は
所
得
の
大
さ
比
較
的
に
小
な
る
鴛
に
、
其
貨
幣
可
換
性
は
一
よ
り
大
で
あ
る
。
後
者
に
あ
ヨ
で
は
、
九
百
弗
以
上
白
所
得
の
も
の

与
が
が
取
扱
は
れ
た
る
鴛
で
あ
ら
う
。
貨
幣
可
換
性
の
大
き
が

0
・
六
一
七
か

b
0
・
二
六
一
に
及
ん
で
ゐ
る
。
此
中
間
白
い
づ
こ
か
に
、
貨
幣
可
慢

性
白
一
な
る
勤
が
あ
る
も
白
と
考
へ
ら
る
与
の
は
営
然
で
あ
る
。

城
崎
温
帯

海
噛
唱
剖
海
博

1
1
4て

蹄

2・L雪
印町溝

F草

湖
周
温
帯

gu臥

】
町
団
次

日
・
晶
司

】---

由
】
寸

貨
幣
殺
用
白
山
測
定
に
ワ
い
て

第
一
一
一
十
七
巻

四

第
四
務

Schultz， op. cit.， p. 104 第二方法由説明 ~';Ì簡明を期する免に、特に U ユ Jレ
ヅ白叙漣による所が多い。
)
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貨
幣
設
周
回
測
定
に
つ
い
て

第
三
十
七
巻

聞
大

第
四
競

四

U
C
W臥
g
w臥

】
出
】
次

回

Huuh

】

C--w仇
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w
h

陸。.，占
忠 g

同品回

由・印
C

-白目白

凶・由
C

担
号
臼

回

-c

H-cwh 

g
印
次

回
同
号
以

巴
四
次

回凶
C
W帆

M
M
印
W
帆

同
日
(

}

W

臥

申

凶

・

叫

hwk

l

・2
m
b

、

m
D
J
3
¥

L

t

c

¥

h

c

c

・
3nw

E-w臥
朗

自

由

次

司

7
9
ツ
シ
品
は
夏
に
臆
用
的
方
面
と
し
て
、
物
債
指
数
、
勢
働
供
給
鴎
数
、
累
進
枕
牽
等
を
考
察
し
で
ゐ
る
が
、
今
そ
れ
ら
に
論
及
し
な
い

凶凶印

臼

--4

。。
σも
らゆ

-
島
由
J
『

。D川
M

E
-
〈

E

白品∞

∞

臼
C

-品同∞

∞M
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W
臥
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4

c
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ω{}品

叫由
H
W臥
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E
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酌
酌
日

W
臥

H
・4
H

品-】由

日
『
叫
凶

目白凶

H 

Cπ 号。

品・白白

吋-品∞

'白白白

M
a
~
M
E
 

U
-
U
A
}
 

‘、l

"" σ剛

日
】
日

同・曲目

n
h
D
 

日
ア
申
日
1

咽
凶
日
}
山

d

E

M

h

 

LFCLF 

π
J
v
a
 

c
-
G
P
 

(
}
・
印
日

-
N吋
釦

同凶∞

品・回申

品叶凶

~ 
炉・‘

，晶司，、

フ
H
ツ
シ
品
の
貨
幣
殺
用
測
定
白
方
法
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
た
白
方
面
か
ら
あ
ま
た
の
批
評
が
奥
へ
ら
れ
で
ゐ
る
。

も
の
4
V
ア
と
り
あ
げ
で
詳
細
に
考
察
す
る
意
志
を
も
ワ
の
で
は
な
い
。
そ
れ

b
の
中
の
重
な
る
も
D
e
t
考
へ
合
せ
た
が

b
、
忍
自
身
が
此
新
し
膏
、
而

し
で
撃
問
的
意
義
の
重
大
な
る
創
見
に
封
し
て
如
何
な
る
態
度
を
と
る
か
を
述
べ
よ
う
。

殺
用
が
測
定
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
ワ
い
て
は
、
従
来
異
見
の
封
立
が
あ
る
。
現
在
ま
で
そ
れ
の
測
定
が
行
は
れ
得
な
か
ワ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
何
人
に
も
異
見
は
な
い
け
れ
Y
」
も
、
あ
る
も
白
は
、
数
用
を
本
来
測
定
し
う
べ
き
大
さ
の
も
の
で
あ
る
と
認
め
、
他
白
も
の
は
此
測
定
圭

金
〈
不
可
能
な
る
も
の
と
認
め
る
。
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
も
白
に
ワ
い
で
見
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
不
可
能
で
あ
る
と
見
る
所
以
を
異
に
す
る
。
パ
レ

ト
が
後
年
に
於
て
致
用
D
可
測
性
の
仮
定
を
す
て
ふ
、
た

r殺
用
の
比
較
の
み
が
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
根
擦
白
上
に
選
撲
の
理
論
を
打
ち
た
て
た
こ

と
は
看
過
し
が
た
い
事
責
で
あ
る
。
フ
日
ツ
シ
ユ
が
此
鈷
に
づ
い
て
何
等
の
考
察
を
も
加
へ
な
か
づ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
異
論
を
抱
〈
も
の
も
タ
〈

な
い
で
あ
ら
5
。
此
異
論
の
う
ち
最
も
極
端
な
る
、
又
峻
厳
な
る
も
の
と
し
で
は
、
ピ

P
モ
ず
イ
ツ
テ
の
そ
れ
を
あ
げ
得
る
。

忍
は
こ
与
に
、
そ
の
一
身
白



投
用
自
測
定
を
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
も
自
ら
ニ
の
も
の
が
あ
畠
@
一
は
此
測
定
不
可
能
が
責
際
的
な
る
困
難
に
基
〈
と
す
る
。

云
は

r
、
寅
際
的
困
難
論
で
あ
る
。
ピ
リ
モ
ず
イ
ツ
チ
は
ノ
イ
マ
ン
、
レ
キ
U

ス
、
エ
ツ
ク
シ
ユ
ダ
イ
ン
等
を
此
主
張
の
代
表
者
と
し
て
あ
げ
て
ゐ

る
。
限
界
毅
用
説
陀
謝
し
て
反
封
白
立
場
に
た
ワ
祉
曾
主
義
者
、
経
済
事
者
の
多
数
り
も
の
も
比
一
群
に
属
す
と
丸
、
b
る
る
で
あ
ら
う
。
他
は
此
測
定

が
理
論
的
に
、
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
一
耳
は

r効
用
そ
白
も
白
L

性
質
が
比
較
を
許
ナ
け
れ
ど
も
測
定
(
従
ヲ
て
分
割
、
集
合
)
を
許
さ

ぎ
る
も
り
で
あ
る
と
す
る
。
後
白
立
場
は
ピ
リ
毛
グ
イ
ツ
チ
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
効
用
が
可
測
的
で
あ
る
た
め

に
は
、
一
の
数
用
の
金
櫨
が
英
大
さ
を
麹
ず
る
こ
と
な
し
に
部
分
に
分
割
せ

ιれ
、
叉
部
分
か
ら
合
成
せ
ら
れ
得
ね
ば
な
ら
向
。
然
る
に
殺
用
は
心

理
的
大
き
で
あ
り
、
従
ワ
て
外
延
量
で
な
〈
、
内
包
量
で
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
か
ふ
る
分
割
合
成
を
許
き
な
い
。
部
分
が
集
っ
て
部
分
の
和
よ
り
も
遁

陀
強
い
校
周
を
生
じ
(
調
和
的
感
覚
)
、
叉
は
そ
れ
よ
り
も
溢
に
弱
い
技
用
を
生
ず
る
(
反
射
的
感
鹿
児
)
。
こ
与
に
は
化
墜
的
選
揮
に
綴
ナ
る
現
象
が
存

L
て
ゐ
る
ω

そ
れ
は

り
れ
ど

4
・
ピ
リ
E

グ
イ
ワ
ヲ
mu

此
見
解
ほ
直
に
承
服
L
I
P
た
U

り
所
制
化
臨
守
的
退
陣
に
顕
す
る
と
一
五
ふ
「
窓
際
親
近
一
(
出
4
p
r
一2
2ミ
Z
H
F
担一

E
E

の
現
象
自
存
す
る
己
と
は
事
責
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
殺
用
を
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
、
又
は
之
を
件
ふ
と
こ
ろ
白
財
、
若
〈
は
そ
の
心
的
雪

隠
者
た
る
感
費
、
従
っ
て
財
自
慢
の
一
測
に
存
し
で
設
用
、
快
の
側
に
存
す
る
白
で
は
な
い
。
補
完
財
の
場
合
、
殺
用
が
分
割
に
よ
り
て
減
じ
た
と
云

ふ
け
れ
ど
も
、
此
際
、
放
用
そ
の
も
の
が
分
割
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ

b
ぅ
。
又
可
測
的
と
云
ふ
こ
と
は
常
に
大
さ
を
愛
せ
ず
し
て
分
割
せ
ら

る
L

己
と
を
許
す
こ
と
ふ
云
ふ
白
も
、
論
設
未
だ
十
分
で
は
な
い
。
と
に
か
〈
放
用
そ
の
も
の
は
常
に
比
較
(
よ
り
大
で
あ
る
、
よ
り
小
で
あ
る
、
相

等
し
い
、
と
云
ふ
)
を
許
す
こ
と
が
、
D
で
あ
る
。
従
つ
で
残
用
そ
の
も
白
は
あ
る
大
さ
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
大
さ
を
も
た
ず
し
で
比
較
の
可
能
で
あ

る
わ
け
は
な
い
。
大
さ
は
本
来
数
量
的
の
も
の
で
あ
る
。
厳
量
的
の
も
の
で
な
い
な
ら
ば
大
き
い
、
小
さ
い
主
云
ふ
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
勿

論
こ
白
こ
と
は
、
そ
の
測
定
が
入
閣
の
認
識
能
力
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
か
、
否
か
の
問
題
と
は
閥
係
し
な
い
。
紳
の
眼
を
以
て
ナ
る
と
き
に
は
数

量
を
測
定
し
う
べ
き
も
の
。
そ
れ
で
な
〈
し
て
、
大
さ
と
云
ふ
も
の
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ピ
リ
モ
グ
イ
ツ
チ
は
チ
ウ
Z

ル
の
言
葉
を
か
り
で
、
技

用
は
田
平
に
段
階
づ
け
(
浮
包
片
言
ロ
問
)
を
許
ナ
大
き
で
あ

p
、
比
較
し
う
べ
曹
大
き
で
あ
り
、
順
序
の
大
さ
(
。
三
塁
自
由
ω伺

HP耳
)
で
は
あ
る
が
、
可
測

的
の
大
さ
で
は
な
い
と
云
う
け
れ
ど
も
、
此
場
合
な
る
ほ
ど
、
人
間
の
認
識
に
と
っ
で
情
現
在
、
た

r
比
較
だ
け
が
許
さ
れ
て
ゐ
る
に
し
で
も
、
事

態
そ
白
も
の
に
於
で
、
効
用
が
数
量
的
の
も
白
で
な
い
な
ら
ば
、
知
何
に
し
て
比
較
が
許
き
る
L

か
。
事
態
向
憶
に
ワ
い
で
云
へ
ば
、
技
用
は
数
量

的
の
も
の
、
従
ヲ
て
測
定
量
排
除
し
得
ざ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
か
う
見
て
来
る
主
、
比
較
は
な
し
得
る
が
、
計
量
測
定
を
許
き
な
い
主
一
冨
ふ
こ
・
ど

は
、
事
態
そ
の
も
の
が
測
定
を
許
さ
な
い
と
云
ふ
風
に
解
ナ
る
限
り
、
主
張
し
得
ら
れ
な
く
な
る
と
思
ふ
。

貨
幣
致
用
白
測
定
に
つ
い
て

第
三
+
七
巻

四
ム
/、

第
四
時
抗

王ζ

)907，只.den Bedurfni品目、，
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貨
幣
殺
用
の
測
定
に
ワ
い
て

第
三
十
七
巻

四
六
四

第
四
就

7z 

数
用
は
本
来
・
殿
量
的
の
も
の
、
従
A
J

て
測
定
を
排
除
す
る
も
白
モ
は
な
い
が
、
賓
際
に
於
て
全
〈
測
定
の
不
可
能
な
る
も
白
で
あ
る
、
と
云
ふ
見

解
に
謝
し
で
は
、
突
の
?
っ
に
云
ふ
べ
曹
で
あ
ら
う
。
パ
レ
ト
の
選
揮
白
理
論
白
知
昏
も
、
決
し
て
オ
ヲ
エ
日
ミ
タ
そ
の
も
の
ゐ
数
量
性
(
事
態
そ
の

も
白
に
於
で
は
測
定
を
斥
け
る
の
で
は
な
い
と
云
ふ
己
と
)
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
測
定
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
へ
な
い
。

そ
目
指
数
函
数
と
云
ふ
も
の
は
之
を
指
数
と
し
て
役
立
せ
る
止
ζ

ろ
の
オ
フ
エ
ロ
ミ
タ
そ
の
も
の
λ

裁
量
寸
然
り
「
測
定
を
、
人
聞
に
で
は
な
い
が
・

許
す
と
こ
ろ
の
数
量
」
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
。
た

r
人
聞
の
知
識
に
と
ワ
て
は
比
較
以
上
回
何
事
も
許
さ
れ
ず
と
ナ
る
の
勺
あ
る
。
レ
キ
シ
ス
、

J

イ

マ
ン
な
ど
の
見
解
に
謝
し
で
も
、
た

r
さ
三
百
'
ふ
べ
き
も
の
で
あ

b
ぅ
。
き
う
す
る
と
、
殺
周
目
測
定
が
事
貨
に
於
て
可
能
で
あ
る
か
、
否
か
が
、

決
定
せ
ら
る
べ
品
目
、
問
阿
阻
止
な
る
。

前
科
撃
的
た
品
、
従
り
一
て
日
常
生
約
K
於
付
品
経
験
い
れ
於
て
、
数
回
川
が
測
総
せ
ら
れ
符
院
と
」
は
一
五
ふ
ま
で
も
た
い
。
り
ホ

E
も
と
釦
こ
と
は
、

殺
用
が
全
然
測
定
せ
ら
れ
得
た
ド
己
止
を
意
味
す
る
で
あ
、
b
う
が
o

日
常
生
活
に
於
て
は
、
尚
三
風
の
魅
力
的
程
度
は
経
験
せ
ら
れ
が
た
い
。
温
度
D

t
同
さ
は
締
験
叶
ら
れ
が
た
い
、
叫
に

γ
そ
ル
い
ら
り
比
絞
り
か
が
可
協
-
な
め
る
。
け
れ
ど
も
料
眼
的
に
村
、
ぞ
れ

b
u
作
州
、
丸
は
彬
緋
仕
組
じ
て
見
る

と
と
に
よ
ヲ
て
、
測
定
が
可
能
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
ふ
る
事
象
の
測
定
が
人
間
の
認
識
能
力
に
と
ワ
て
可
能
で
あ
る
か
否
か
は
、
あ
る
ゆ
る
方
法

を
聾
し
た
る
上
、
耐
し
て
此
等
四
方
法
を
吟
味
し
た
る
後
に
於
て
は
じ
め
て
決
定
せ

b
る
べ
き
で
あ
、
b
う
。
此
意
味
に
於
て
、
数
用
測
定
の
問
題
も

あ
b
ゆ
る
方
法
を
遺
し
た
る
上
に
於
て
、
は
じ
め
で
決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ

b
う

。

ぜ

ず

オ

ン

ス

白

有

名

な

る

見

解

が

想

起

せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

己
ム
に
於
て
、

わ
れ

b
が
感
情
を
測
定
し
得
な
い
の
は
、
重
力
を
そ
の
木
性
に
於
て
、
知
り
又
は
測
り
得
ぎ
る
に
等
し

v。

わ
れ

b
は
重
カ
を
振
子
の
運
動
に
於
け
る
其
結
果
に
よ
ワ
て
測
る
が
如
〈
、
わ
れ
ら
は
感
情
の
相
等
し
い
か
等
し
か
ら
ぎ
る
か
を
、
人
関
心
意
巴
一
決

定
に
よ
ワ
で
測
り
う
る
。
意
志
は
わ
れ
ら
の
振
子
で
あ
る
。
そ
の
振
動
は
、
精
細
に
市
場
に
於
け
る
債
格
表
に
記
さ
れ
る
。
た

r
、
鱈
務
畢
に
於
て

は
、
殺
用
を
測
定
す
べ
壱
方
法
の
依
乏
に
よ
っ
て
こ
れ
が
行
は
れ
な
い
ま
で

γ
あ
る
。
測
定
白
資
料
そ
の
も
の
は
、
如
何
な
る
他
の
科
墜
に
於
け
る

よ
P
も
型
宮
で
あ
る
J

こ
れ
だ
け
の
ジ
エ
ず
オ
ン
ス
白
見
解
を
認
め
て
か
L

る
と
、
な
る
ほ

E
洩
る
と
と
ろ
は
、
・
如
何
な
る
方
法
を
以
て
致
用
を
測

定
し
得
る
か
と
云
ふ
こ
と
だ
け
が
問
題
と
な
る
。
た
ピ
殺
用
の
測
定
と
重
力
の
測
定
と
が
、

E
こ
ま
で
同
一
の
列
に
置
か
れ
う
る
か
に
ヲ
い
て
は
、

少
〈
も
突
の
二
世
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な

b
ぬ。

mw
振
子
の
運
動
、
一
般
的
に
い
つ
で
物
慢
の
運
動
が
重
力
に
よ
う
で
支
配
せ
ら
る
と
見
る
白
は
、
あ

〈
ま
で
仮
設
的
の
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
経
縄
問
的
行
鴛
、
従
フ
て
其
結
果
た
る
債
格
が
教
用
に
よ
ヲ
で
動
か
さ
る
L

己
主
は
、
仮
設
的
の
と
と

で
は
な
い
。
姐
験
そ
の
も
の
主
中
に
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ωた
だ
、
振
子
は
あ
〈
ま
で
精
確
に
、
重
力
の
作
用
に
よ
ヨ
て
動
〈
も
の
み
』
見
b
れ
る
。

ぜ
ず
オ
ン
ス
に
よ
れ
ば
、

け
れ

E
も

Jevons， The Theory of Political Economy， (4th ed.， 1924) p. I 1-12; Schultz， 
op. cit.， p. 110. 
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け
れ
ど
も
、
経
済
的
行
然
、
従
ワ
で
債
格
が
精
確
に
、
数
用
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
る
る
と
見
ら
れ
得
る
か
知
何
。
前
者
に
於
て
は
、
少
〈
も
事
態
そ

の
も
の
に
於
て
、
重
カ
由
精
確
な
る
支
闘
が
想
定
せ
ら
れ
る
。
後
者
に
於
て
は
、
さ
う
精
確
な
る
殺
用
の
支
院
が
想
定
せ
ら
れ
う
る
か
。
教
用
は
主

慢
の
意
識
に
よ
る
ゆ
ゑ
に
妓
用
で
あ
る
。
放
に
技
用
は
主
惚
の
意
識
を
通
じ
て
の
み
、
債
格
を
左
右
す
る
。
而
も
意
識
は
毅
用
白
程
度
を
認
め
得
ず

と
す
る
と
、
債
格
は
精
確
に
殺
用
に
よ
っ
て
決
定
せ
、
b
る
?
と
云
ひ
得
h
u

〈
な
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
更
に
一
歩
を
進
め
て
考
へ
ょ
う
。
殺
用
目

程
度
即
ち
数
量
で
な
〈
と
も
、
そ
の
比
較
が
は
ワ
寄
り
意
識
せ

b
る
ふ
た
ら
ば
、
宇
は
り
技
用
に
よ
う
で
精
確
に
支
回
せ
ら
れ
る
と
一
耳
は
れ
得
る
の

で
は
な
い
か
。
効
用
の
数
量
は
事
態
に
於
で
は
考
へ
得
ら
る
L

が
、
意
識
は
そ
の
比
較
の
み
し
か
出
来
ぬ
と
し
て
も
、
此
比
較
に
よ
ワ
で
動
か
さ
る

中
は
り
、
殺
用
が
精
確
に
債
格
を
支
回
し
た
こ
と
に
な
る
。

与
の
な
ら
ば
、

そ
こ
で
問
題
は
測
定
白
方
法
に
う
つ
L

て
行
〈
。
フ
リ
ツ
シ
ユ
の
方
法
は
知
何
な
る
前
提
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
か
o

U

ユ
ル
ツ
は
ま
ョ
、
火
。

一
一
一
の
傑
作
を
般
へ
て
ゐ
る
。

ω
一
主
憶
に
と
っ
て
の
一
一
周
の
殺
用
は
た

γ
そ
の
財
の
鍛
量
の
み
の
倒
毅
で
あ
る
こ
と
。
内
考
察
の
期
間
、
従
づ
て
主

粗
の
明
得
山
γ

吻
慣
が
強
化
す
る
心
陶
d
、b
f、
効
用
耐
放
が
鑓
化
せ
ず
に
1
d
E
L
」
一
エ
山
こ
E

」
ゅ
川
中
総
は
各
附
刊
げ
を
其
月
日
躍
に
於
け
FG
限
界
叫
引
用
が

相
等
し
い
宇
う
に
割
り
あ
て
る
こ
と
。
此
同
の
傑
件
は
フ
リ
ツ
シ
且
の
方
法
白
根
本
を
な
し
で
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
技
用
が
経
済
的
行
鴛
を

支
臨
す
る
と
見
る
限
り
、
常
然
の
こ
と
で
あ
ヲ
て
、
決
し
で
フ
リ
ツ
シ
ユ
白
方
法
を
打
ち
た
で
る
矯
に
、
格
別
に
設
け
ら
札
た
る
前
提
で
あ
る
ξ
云

ふ
と

ιは
尚
来
ぬ
。
他
的
二
の
前
提
に
つ
い
で
考
へ
ょ
う
。
向
此
方
法
は
な
る
ほ
ど
、
一
財
白
殺
用
が
其
財
だ
け
白
一
剛
毅
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
し
て

ゐ
る
。
而
し
で
此
仮
定
が
事
責
か
ら
離
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
、
た
し
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
一
財
の
妓
用
が
最
も
掻
〈
其
財
の
数
量
に
依
存
す
る
以

上
、
此
俄
定
に
よ
ワ
で
得
ら
れ
た
る
結
果
は
、
宇
は
り
、
近
似
値
と
し
て
役
立
ち
う
る
は
ず
で
あ
る
。
山
考
察
の
期
間
、
技
用
函
数
が
境
化
せ
ず
と

一
耳
ふ
仮
定
は
、
フ
リ
ツ
シ
ユ
自
身
の
主
張
か

b
見
て
も
、
事
責
か
ら
酷
晴
れ
て
ゐ
る
は
ず
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
此
俄
定
な
〈
し
で
は
、
フ
リ
ツ

U

品

の
方
法
そ
の
も
の
も
全
然
成
立
し
得
な
い
以
上
、
漣
け
が
た
き
仮
定
で
あ
る
と
見
ざ
る
を
得
ぬ
。
而
も
此
殺
用
函
数
白
一
定
と
一
五
ふ
俵
定
は
、
比
稼

的
に
事
貸
に
近
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
上
に
得
ら
れ
た
る
結
果
は
ま
た
近
似
値
と
し
て
役
立
ち
得
る
と
見

ιれ
る
。

七

ヲ

P
ヅ
シ
品
の
方
法
の
前
提
白
う
ち
、
上
に
あ
げ
た
る
も
の
は
勿
論
許
さ
れ
う
べ
〈
、
叉
資
料
の
塑
宮
な
ら
ざ
る
現
扶
か
ら
云
へ
ば
、

る
べ
奇
も
の
で
あ
ら
う
。
た
ピ
、
そ
の
他
の
前
提
白
中
に
十
分
な
る
吟
味
を
要
ナ
る
も
の
が
な
い
で
あ

b
う
か
。

嘗
然
許
さ

皐
一
な
る
主
随
(
個
人
又
は
家
族
〉
に
う
い
で
、
貨
幣
の
数
用
曲
線
白
構
成
に
必
要
な
る
資
料
が
得
ら
る
主
な
ら
ば
、
問
題
は
た
い
。

け
れ
ど
も
、

貨
鮮
数
周
回
測
定
に
づ
い
で

第
三
十
七
巻

四
六
一
且

第
四
披

七



貨
幣
教
周
回
測
定
に
つ
い
て

第
三
十
七
巻

四
六
大

第
四
時
田

A 

フ
リ
ヅ
シ
ユ
の
諸
方
法
は
、
資
料
を
集
園
に
ワ
い
で
求
め
、
又
之
を
所
得
を
異
に
す
る
あ
ま
た
白
集
固
に
ワ
い
だ
、

求
め
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
の
た
め
に
前
提
と
せ

b
れ
て
ゐ
る
も
の
は
何
で
あ
ら
う
か
、
叉
此
前
提
は
許
さ
れ
う
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。

所
調
消
費
の
商
の
構
成
は
多
数
の
個
人
間
の
限
界
致
用
者
(
叫
)
及
び
ロ
(

M

)

そ
の
も
の
ふ
比
較
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
フ
リ
ツ
U

ユ
は
勿
論

こ
の
こ
と
を
符
認
す
る
。
所
謂
均
衡
方
特
式
戸
ふ
H
A
N
A
X
)
に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、
え
』
)
と
え
ふ
と
は
、
共
に
任
意
の
比
例
閃
子

(
E
E
t
R『

円

J
S
E
E
S
P
-ミ
宮
門
C

円
)
に
よ
っ
で
影
響
せ
ら
れ
る
。
此
比
例
因
子
は
主
龍
ど
と
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
b
、
各
人
の
限
併
殺
用
ぞ
の
も
の
ふ
比

較
ぜ
ら
れ
得
な
い
こ
と
は
一
E
L
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
此
消
費
の
面
白
構
成
は
、
よ
し
一
集
閣
の
主
耀
か
ら
其
資
料
を
得
て
ゐ
る
に
し
て
も
、

個
人
的
限
界
放
用
の
大
き
の
中
に
合
主
れ
て
ゐ
る
比
例
因
子
た
る
常
動
か
ら
は
碕
立
で
あ
る
コ
そ
れ
は
客
観
的
な
る
仔
動
資
料
(
償
格
、
商
芯
消
費

量
、
所
得
な
ど
の
犬
き
)
だ
け
に
基
い
て
ゐ
る
。
此
意
味
に
於
て
、
消
費
の
面
、
従
っ
て
こ
れ
を
基
礎
と
す
る
フ
リ
ツ
シ
ユ
の
労
法
が
多
数
百
個
人
閣

の
限
界
効
用
そ
の
も
の
h

比
較
'
叱
意
味
し
な
い
」
』
は
明
で
あ

5
0

此
際
限
界
致
用
そ
の
も
の
、
大
き
で
な
〈
、
殺
朋
曲
線
の
動
昔
、
帥
ち
可
院
院

だ
け
が
比
較
し
う
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
こ
と
の
困
難
な
る
た
め
に
、

け
れ
ど
も
、
此
動
と
聯
関
し
て
考
ふ
る
に
、
フ
ロ
ツ
シ
ユ
白
方
法
に
於
て
は
、
其
平
均
的
取
扱
と
云
ふ
と
と
か

b
離
れ
て
考
へ
で
も
、
各
主
健
白

殺
用
曲
線
を
す
べ
て
無
傑
件
に
一
定
の
も
?
と
し
て
ゐ
る
。
一
苫
は

r
ナ
べ
て
の
主
程
の
毅
用
曲
線
を
同
質
的
の
も
の
と
し
て
取
扱
ワ
で
ゐ
る
。
た
と

へ
ば
消
費
数
量
が
L

ー
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
見
る
。
所
得
ら
に
近
い
人
々
は
債
格
が
引
に
近
い
と
こ
ろ
に
於
て
、

Y

と

a
と
の
種
々
な
る
組
合
せ
乞

一
市
ナ
で
あ
ら
う
。
所
得
が

h
D
倒
へ
ぽ
十
倍
で
あ
る
h-
に
近
い
人
々
は
債
絡
が
町
に
近
い
と
こ
ろ
に
於
で
、

T

と

a
と
の
種
々
な
る
組
合
せ
を
一
市
ナ

で
あ
ら
う
。
而
し
て
引
に
近
い
と
こ
ろ
の

τ
と
民
と
白
組
合
せ
、
町
に
遅
い
と
こ
ろ
の
そ
れ
ら
を

Jtに
一
括
し
て
、
消
量
白
面
が
構
成
せ
、
b
る
ふ

わ
け
に
な
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
主
憶
の
習
慣
的
所
得
が
九
で
あ
る
と
き
と
円
で
あ
る
と
き
と
に
よ
ワ
で
、
英
数
用
闘
鍛
(
少
〈
も
貨
幣
白
)
が
異

な
る
己
と
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
リ
ッ
チ
は
明
に
そ
の
異
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
こ
ふ
に
如
何
と
も
い
h

ふ
こ
と
で
あ
ら
う
o

フ
日
ヴ

シ
ユ
自
身
が
こ
れ
の
異
な
リ
う
る
己
主
を
認
め
て
ゐ
る
。

で
ゐ
る
。

即
ち
、
貨
幣
の
致
用
が
所
得
白
み
な

b
ず
、
習
慣
的
所
得
r
の
画
数
で
あ
る
こ
と
を
認
め

こ
れ
を
認
め
る
な
ら
ば
、
異
な
れ
る
習
慣
的
所
得
を
も
?
主
櫨
白
家
計
に
閥
ナ
る
資
料
か

ι、
所
得
日
に
近
い
と
き
の

α
と
T

と
の
組
合

せ
と
、
所
得
h
a
に
近
い
と
き
の

a
と

r
と
の
組
合
せ
を
結
合
し
て
皐
一
な
る
消
量
の
而
を
作
る
ζ

と
は
許
さ
れ
得
な
い
は
ず
で
な
い
か
。

ら
に
近
い

所
得
白
も
の
が
、
若
し
乃
に
近
い
所
得
を
う
る
と
ナ
る
と
、
そ
白
場
舎
の

a
と
r
と
の
組
合
せ
ば
、
現
に
乃
の
所
得
を
習
慣
的
に
得
づ
ム
あ
る
も
の

に
於
け
る

a
と
ー
の
組
合
せ
と
、
著
し
く
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。
此
の
刻
〈
に
考
ふ
る
と
き
は
、
現
在
の
所
得
白
そ
れ
ぞ
れ
著
じ
(
異
な
っ
て
ゐ
る

日chultz，op. cit'j p. 101，) 11:2;目op. cit.， p. 21-27; 
op. cit.， p. 137・

Frisch， 
Frisch， 



各
主
慣
を
間
質
的
の
も
D

と
凡
で
、

一
の
貨
幣
数
用
曲
線
を
求
め
よ
う
左
ナ
る
ア
す
ツ
U

V

A

の
試
み
は
、
合
理
的
で

私
は
此
動
か
ら
、
フ
リ
ツ
シ
ユ
の
方
法
を
債
値
の
乏
し
い
も
の
と
ナ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
支
持
せ

ら
れ
う
る
鴛
に
は
、
投
用
曲
線
の
同
質
と
云
ふ
前
提
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な

b
ぬ
と
一
再
ふ
の
で
あ
る
。

此
等
の
動
に
閥
ナ
る
制
限
を
蝿
離
れ
て
見
る
な
ら
ば
、
在
は
弐
の
如
く
に
云
ひ
た
い
。
フ
リ
ツ
シ
ユ
の
方
法
は
、
殺
用
が
測
定
せ
ら
れ
う
る
大
き
で

あ
る
と
一
苫
ふ
こ
と
を
論
詮
し
て
、
然
る
後
に
打
ち
た
て
ら
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
さ
う
で
な
い
た
ら
は
、
殺
用
は
測
定
し
得

b
れ
る
、
と
云
ふ
論
設

な
き
前
提
の
上
に
立
ち
、
そ
れ
が
測
定
せ
ら
れ
う
る
以
よ
、
か
ふ
る
方
法
に
よ
り
得
る
と
一
百
ふ
論
理
由
歩
調
を
た

E
ワ
で
ゐ
る
。
か
〈
て
そ
れ
は
一

白
循
環
的
説
明
に
絡
づ
て
ゐ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
、
b
ぅ
。
品
川
〈
と
も
、
そ
れ
は
、
殺
用
は
測
定
し
得
、
り
る
、
と
一
耳
ふ
仮
設
の
ょ
に
立
つ
も
の
で
あ
る
、

と
云
ひ
得
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
札
は
草
な
る
循
環
的
税
明
と
し
ご
、
え
は
間
半
な
る
仮
設
的
説
明
と
し
て
、
す
ご
去
る
べ
時
q
J
も
の
で
あ
ら
う
か
o

税
は

さ
う
考
へ
な
い
。
フ
リ
ツ
シ
ユ
の
占
刀
法
に
よ
る
研
究
の
結
果
を
み
る
に
、
そ
れ
か
ら
の
結
論
が
積
々
た
る
終
端
倒
的
事
責
、
叉
は
此
事
寅
か
ら
得
、
b
る

ら
硯
諭
、
(
た
に
へ
ば
需
罫
供
給
の
法
則
等
)
』
一
致
ナ
る
と
，
と
が
あ
4
3
と
す
ξ
。
計
入
は
、
ァ
リ
ツ
シ
ー
の
方
法
に
よ
る
種
々
な
る
研
究
の
結
果
ヘ
例
~

ぽ
砂
糠
の
消
費
を
中
心
と
し
て
得
ら
れ
た
る
貨
幣
殺
用
の
揮
力
性
と
、
牛
肉
の
消
費
を
中
心
と
し
て
得

b
れ
た
る
と
れ
と
)
が
相
一
致
す
る
こ
と
が
あ

る
と
す
る
。
さ
う
ナ
る
と
、
か
ふ
る
研
究
白
結
果
は
相
暗
め
合
ふ
か
、
叉
は
、
他
の
理
論
と
相
模
め
合
ふ
こ
と
に
な
る
。
循
環
的
我
明
で
あ
り
、
又

は
仮
設
的
で
あ
る
に
し
で
も
、
そ
れ
は
夏
に
進
み
て
、
何
等
か
の
新
し
き
根
擦
を
得
る
。
物
理
ω

撃
に
於
け
る
す
べ
て
の
法
則
と
て
も
、
か
L

る
意
味

白
仮
設
的
法
則
よ
り
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
一
吉
ひ
う
る
で
あ
、
b
う
か
。
か
ふ
る
意
味
に
於
で
、
フ

H
ツ
シ
ユ
白
方
法
は
之
を
利
用
ナ
る
に
先
だ
ち
て

斥
〈
べ
き
も
の
で
は
な
〈
、
十
分
に
之
を
利
用
し
し
た
る
上
、
其
結
果
に
よ
っ
て
吟
味
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
(
昭
和
八
年
九
月
一
日
)
。

此
小
論
を
害
曹
上
仁
る
矯
に
必
要
な
る
文
献
を
集
む
る
こ
と
に
づ
い
で
は
、
本
畢
柴
田
敬
助
教
授
、
九
州
帝
国
大
事
栗
村
雄
吉
講
師
に
負
ふ
所

少
か
、
b
ず
。
雨
氏
の
厚
意
な
く
し
て
は
、
此
仕
事
を
果
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

一
の
消
費
の
百
を
、
而
し
て
、

あ
る
と
一
古
は
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

貨
僻
貯
殺
用
の
測
定
に
つ
い
て

第
三
十
七
巻

四
六
七

第
四
時
制
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